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術
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成
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』
刊
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　本
学
術
研
究
助
成
制
度
も
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
三
十
年
度
に
は
第
五
回
の
区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
の
間
、
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
学
術
助
成
事
業

の
あ
り
方
も
大
き
く
変
容
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
公
益
財
団
法
人
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
し
つ
つ
も
、
書
学
書
道
の
振
興
発
展
に
資
す
る
学
究
の
助
成
を
念
頭
に
置
き
、
今
後
も
着
実
に
歩
を
進
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　な
お
、
本
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
審
査
委
員
・
査
読
委
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
多
く
の
ご

指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　二
〇
一
七
年

　三
月
三
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団

　理
事
長

　甲
地
史
昌
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4

　
　助
成
研
究
企
画

　審
査
所
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　研
究
助
成
審
査
委
員
長

　古
谷

　稔

　わ
が
国
の
習
字
・
書
写
書
道
教
育
及
び
そ
の
研
究
と
当
該
分
野
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
術
研
究
助
成

も
第
三
回
を
迎
え
、
こ
の
た
び
も
各
領
域
担
当
の
先
生
方
に
よ
っ
て
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
か
つ
査
読
委
員
の
査
読
に
よ
り
、
成

果
論
文
集
上
梓
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
学
術
助
成
成
果
論
文
と
比
べ
て
内
容
的
に
も
傾
向
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
本
来
の
学
術
助
成
の
目
的
に
対
比
さ
せ
て

み
る
と
、
見
直
す
べ
き
点
が
出
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

　た
と
え
ば
、
い
ま
国
内
で
重
視
さ
れ
て
い
る
小
学
低
学
年
ま
で
の
書
写
教
育
や
、
生
涯
学
習
教
育
に
関
わ
る
研
究
に
も
目
を
向
け

て
い
た
だ
き
た
い
。
と
く
に
小
学
低
学
年
は
、
そ
れ
以
後
の
小
学
校
高
学
年
、
中
学
校
、
さ
ら
に
高
等
学
校
へ
向
け
て
必
要
不
可
欠

な
教
育
分
野
と
考
え
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
習
字
・
書
写
書
道
教
育
と
と
も
に
、
そ
の
底
流
に
あ
る
書
道
史
あ
る
い
は
文
字
学
ほ
か
、
研
究
分
野
の
振
興
発
展
の

た
め
に
も
、
大
い
に
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
教
育
課
程
に
お
い
て
も
っ
と
も
大
切
な
時
期
に
、
何
を
ど
の
よ
う
に
指
導
し
、
限
ら
れ
た
時
間
に
生
徒
が
い
か

な
る
体
験
が
で
き
る
か
は
、
人
間
形
成
の
上
か
ら
も
重
要
と
い
え
ま
す
。
本
研
究
助
成
に
よ
り
、
所
期
の
目
的
に
か
な
っ
た
意
欲
的

な
研
究
企
画
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

5 序　文

　
　査
読
審
査
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　査
読
委
員
長

　大
橋
修
一

　『公
益
財
団
法
人

　日
本
習
字
教
育
財
団

　学
術
研
究
助
成
成
果
論
文
集
』
も
第
三
回
の
刊
行
と
な
り
、
今
回
も
多
彩
な
五
編
の

成
果
が
載
録
さ
れ
た
。

　各
成
果
に
つ
い
て
の
所
感
は
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

　①
の
栗
躍
崇
「
燕
国
璽
印
の
判
別
基
準
」
は
、
多
く
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
多
方
面
か
ら
考
察
し
た
意
欲
的
な
論
考
で
あ

る
。
大
学
院
に
在
籍
中
で
あ
る
が
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
さ
せ
る
充
実
し
た
研
究
で
あ
り
、
指
導
者
の
十
分
な
助
言
も
感
じ
ら
れ
る

内
容
で
あ
っ
た
。
②
は
、
内
田
誠
一
を
研
究
代
表
者
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
研
究
成
果
「
近
代
日
本
に
お
け
る
短
冊
の
蒐
集
と
そ
の
周

辺
─
短
冊
蒐
集
を
め
ぐ
る
文
事
と
交
流
を
中
心
に
─
」
で
あ
る
。
二
年
に
跨
る
研
究
の
中
間
成
果
で
あ
る
。
こ
の
分
野
は
先
行

研
究
も
少
な
い
。
文
献
・
実
作
を
丁
寧
に
調
査
し
、
実
証
的
な
論
考
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
成
果
に
も
期
待
で
き
よ
う
。
③
の
根
來

孝
明
「
三
井
親
和
の
書
に
つ
い
て
─
十
八
世
紀
に
お
け
る
唐
様
書
道
の
展
開
に
関
す
る
考
察
─
」
は
、
荒
削
り
な
感
が
な
く
も

な
い
。
が
し
か
し
、
問
題
意
識
に
富
ん
だ
興
味
深
い
論
考
と
い
え
よ
う
。
今
後
は
「
和
様
化
し
た
唐
様
」
に
つ
い
て
の
研
究
を
さ
ら

に
深
化
さ
せ
て
欲
し
い
。
④
の
植
野
健
造
「
青
木
繁
《
か
る
た
》《
漢
詩
か
る
た
》
に
つ
い
て
」
は
、新
出
資
料
の
調
査
報
告
で
あ
る
。

今
後
は
本
研
究
を
踏
ま
え
、
青
木
繁
の
芸
術
に
書
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
踏
み
込
ん
だ
研
究
を
期
待
し
よ
う
。
⑤
は
、

中
村
寿
樹
「
情
操
教
育
に
主
眼
を
お
い
た
書
教
育
の
実
践
に
つ
い
て
─
そ
の
実
践
報
告
を
中
心
に
─
」
で
あ
る
。
現
職
教
員
な

ら
で
は
の
実
践
報
告
と
な
っ
て
い
る
。
提
示
さ
れ
た
実
践
法
な
ど
は
、
教
育
現
場
で
参
考
に
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
が
、
文

章
化
す
る
に
あ
た
り
、
先
行
研
究
の
調
査
に
お
い
て
は
、
主
観
的
に
な
り
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　助
成
対
象
者
に
は
、
更
に
研
究
の
歩
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
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7 燕国璽印の判別基準

　
　
　
は
じ
め
に

　
戦
国
時
期
の
下
限
は
、
始
皇
帝
が
六
国
を
統
一
し
た
紀
元
前
二
二
一
年
と
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
上
限
に
は
、
紀
元
前

四
八
一
年
（『
春
秋
』
終
年
）、
紀
元
前
四
七
五
年
（
周
元
王
元
年
）、
紀
元
前
四
六
八
年
〈
周
貞
定
王
元
年
〉、
紀
元
前
四
〇
三

年
（
三
家
始
封
諸
侯
）
な
ど
異
な
る
説
が
あ
る（

（
（

。
し
た
が
っ
て
、戦
国
時
代
を
歴
史
紀
年
の
中
か
ら
は
っ
き
り
切
り
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
本
論
文
で
は
、
戦
国
時
期
の
上
限
の
年
を
特
定
し
な
い
。

　
も
っ
と
も
中
国
の
北
に
位
置
し
た
戦
国
時
代
の
燕
国
は
、
戦
国
七
雄
の
一
つ
と
し
て
、
中
国
の
歴
史
上
に
足
跡
を
残
し
た

そ
の
独
特
の
文
化
的
特
徴
に
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
熱
い
視
線
を
そ
そ
ぎ
、そ
の
文
化
を
「
燕
文
化
」
と
称
し
て
き
た
。

「
燕
文
化
」
の
重
要
な
一
分
野
で
あ
る
燕
国
璽
印
は
数
が
多
く
盛
観
を
呈
し
て
い
る
。
周
知
の
と
お
り
、古
璽
印
は
文
字
を
基

礎
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
、
古
文
字
の
重
要
な
研
究
分
野
で
あ
り
、
印
文
字
の
内
容
に
は
幅
広
い
情
報
が
含
ま
れ
て
い

る
。
数
多
い
燕
国
璽
印
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
燕
国
の
出
土
文
献
の
不
足
を
補
う
こ
と
が
で
き

る
。
燕
国
文
字
に
関
す
る
先
学
の
研
究
成
果
は
、
燕
国
璽
印
の
研
究
に
豊
か
な
土
壌
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、

燕
国
璽
印
の
形
制
は
、
同
世
代
の
他
国
と
比
べ
、
よ
り
統
一
性
を
持
ち
、
他
国
に
な
い
印
鈕
と
形
制
が
顕
著
で
あ
り
、
国
別

の
判
断
を
精
密
に
行
い
う
る
利
点
が
あ
る
。
戦
国
璽
印
に
特
化
し
た
研
究
は
、
近
現
代
の
こ
と
な
が
ら
、
先
学
は
素
晴
ら
し

い
研
究
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
成
果
は
燕
国
璽
印
の
特
徴
を
準
確
的
に
把
握
す
る
上
で
、よ
い
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
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国
璽
印
の
判
別
基
準
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